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上田 純和 Kanda Yoshikazu

・1993年(H05) 中越木材㈱（現チューモク）入社

製材部（現_木材製品部）配属

工場勤務 ： 配達、原木製材、小割製材

モルダー、超仕上、乾燥機、木材仕入

・2007年（H19） プレカット事業部 異動

営業課長 ： 住宅資材営業

・2012年（H24） 木材製品部 異動

部門長 ： 部門統括

県産材利用の非住宅部材営業

仕入業務

チューモク株式会社

・1947年（S47） 中越木材産業株式会社設立

・1997年（H08） チューモク株式会社に改称

■事業部門 （令和5年現在）

自己紹介

・プレカット事業部
・山林建設工事部
・バークケミカル部
・石油部
・総務部

・木材製品部
・外材部
・チップセンター
・建築事業部
・ゴルフセンター
・経営管理部

従業員 約130名
木材の川上から川下までのプロ集団

木材乾燥士 富山県産材アドバイザー
取締役木材製品部長



北洋材の国として繁栄

国産材製材の整備、流通、
技術が未発達

持ち家率日本一
県産材の品質、価格の
競争力不足

木材自給率が小さい

県産材が使われない

木材の消費大国

富山県の木材事情



富山県の木材事情



富山県
森林政策課

元請
建設会社

富山県木連
富山県森連

加工会社 製材所 集成材会社

富山県の木材供給体制の転機

木材調達



② 北洋材の国として繁栄していた為、県産材製材の整備、流通、技
術が未発達。製材に従事する側も農林規格に準ずるような品質
や、合法性に対する意識が小さい。

③ 木材の生産地と比べ、立木の品質がよくない上に、使い方、使わ
れ方がわからない闇雲な造材が行われている。

① 県内の建設業界において、富山県の杉は、悪い、弱い、高いとい
うイメージが根強く残っている。よって使われない。使ってないか
ら、使い方がわからない。

富山県産材の流通における問題と課題



とやま県産材需給情報センターの設立

木材組合連合会

森林組合連合会 素材生産組合

とやま県産材
需給情報センター

設計監理
協同組合

木材研究所



需給情報センターの活動事例

富山県立大学学生会館
木造２階建

・建築面積 670m2

・木材総使用量 252m3

・内県産集成材使用量 95m3

･内県産ＣＬＴ使用量 36m3

・内県産無垢材使用量 72m3

・内県産合板使用量 3m3

県産材で調達し易い素材、寸法をすり合わせ
原木の流通状況、製材所の協力体制を確認
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県産材情報収集

集荷・製造計画

樹種・寸法決定

南砺市川西 主伐 平成31年4月～令和元年7月

県産材『南砺の木』を活用して、
南砺市に木造倉庫をつくろう！ＮＡＮＴＯくん

伐採地検品 目視ＪＡＳ検査 建方自社製材 完成

チューモクの建築事例



富山市八尾地域統合中学校富山市八尾地域統合中学校

需給情報センターの活動事例



・敷地面積 16278m2

・構造 CLT+鉄筋コンクリート
6～7階建：3棟 他

・県産製品使用量 2000m3

・県産原木使用量 4000m3

需給情報センターの活動事例
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お金の流れ木材の流れ



需給情報センターの活動事例



発
注
者(

民
間)

製
材
所

とやま県産材需給情報センター
【木材コーディネーター】

ゼ
ネ
コ
ン

設
計

C
L
T

加
工
施
工
業
者

情報・知識を吸い上げる

森
林
組
合

素
材
生
産
者

知識 知識 知識 知識

コーディネートのイメージ
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おとしどころ を決める



富山県の杉は、悪い、弱い、高い。
使われない。使ってないから、使い方がわからない。

富山県産材の流通における問題と課題

使われるから設備投資 → 品質があがる

木材自給率があがる

県産材が使われる



１００年企業を目指します

チューモク株式会社 上田 純和

木材の価値を生み出し 使い続ける


